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な
げ
て
い
く
と
と
も
に
、
認
知
症
対
策

支
援
の
充
実
を
図
っ
て
い
き
ま
す
。

空
き
家
対
策
推
進
特
別
措
置
法
に
つ
い
て

　

全
国
的
に
問
題
と
な
っ
て
い
る
空
き

家
に
対
し
て
、
情
報
収
集
や
、
撤
去
・

指
導
・
勧
告
な
ど
が
で
き
る
権
限
を
自

治
体
に
付
与
し
た
特
措
法
。

①
防
災
面
か
ら
も
、
倒
壊
の
危
険
が
あ

る
家
屋
に
対
し
て
、
早
急
な
対
応
の
必

要
性
を
感
じ
ま
す
が
、
考
え
を
伺
う
。

◆
建
設
部
長

　

地
域
の
み
な
さ
ま
か
ら
の
情
報
も
頂

き
な
が
ら
、
ま
た
特
措
法
を
有
効
に
活

用
し
て
、
安
全
管
理
対
策
な
ど
適
正
な

管
理
を
講
じ
て
い
た
だ
く
よ
う
助
言
・

指
導
を
行
っ
て
い
き
ま
す
。

②
地
方
創
生
の
人
口
減
少
対
策
で
空
き

店
舗
・
空
き
家
に
も
家
賃
の
補
助
を
実

施
さ
れ
て
い
ま
す
。
Ｉ
タ
ー
ン
や
新
規

就
農
者
支
援
等
定
住
化
を
促
進
で
き
る

と
考
え
ら
れ
ま
す
。
空
き
家
の
活
用
に

つ
い
て
の
考
え
を
伺
う
。

◆
経
営
管
理
部
長

　

現
在
、
空
き
家
の
調
査
を
実
施
し
て

お
り
、
利
用
可
能
な
空
き
家
に
つ
い

て
、
課
題
等
を
整
理
し
な
が
ら
、
有
効

利
用
に
繋
げ
て
い
き
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。

等
の
広
域
連
携
や
岐
阜
県
、
中
部
運
輸

局
な
ど
と
連
携
し
な
が
ら
、
よ
り
効
果

的
な
内
容
を
実
施
し
て
い
き
ま
す
。

④
Ｊ
Ｒ
東
海
高
山
線
ワ
イ
ド
ビ
ュ
ー
の

増
発
、
国
道
41
号
の
整
備
状
況

◆
観
光
商
工
部
長

　

Ｊ
Ｒ
に
対
し
て
は
期
成
同
盟
会
等
を

通
じ
て
の
要
望
活
動
も
、
実
現
に
は
結

び
付
い
て
い
ま
せ
ん
が
、
引
き
続
き
要

望
を
重
ね
て
い
き
ま
す
。

◆
建
設
部
長

　

濃
飛
横
断
自
動
車
道
の
イ
ン
タ
ー
か

ら
国
道
２
５
７
号
に
接
続
す
る
8.3
㎞
区

間
を
最
重
要
区
間
と
位
置
付
け
、
引
き

続
き
国
に
対
し
官
民
一
体
と
な
っ
て
強

く
要
望
し
て
い
き
ま
す
。

庁
舎
・
振
興
事
務
所
整
備
の
基
本
方
針

に
つ
い
て

　

「
最
小
限
の
経
費
で
耐
震
化
を
確
保

す
る
」
と
い
う
基
本
方
針
が
示
さ
れ
た

が
、
整
備
の
在
り
方
に
つ
い
て

◆
総
務
部
長

　

整
備
工
事
に
当
た
っ
て
は
、
現
状
の

建
物
の
コ
ン
ク
リ
ー
ト
強
度
等
を
調
査

し
た
上
で
、
効
果
的
な
耐
震
補
強
と
庁

舎
機
能
が
維
持
で
き
る
必
要
な
整
備
を

図
り
ま
す
。
平
成
31
年
度
以
降
は
、
合

併
特
例
債
と
い
う
有
利
な
財
源
が
見
込

ま
れ
な
い
こ
と
か
ら
、
将
来
大
規
模
な

改
修
が
予
想
さ
れ
る
こ
と
を
考
慮
し
、

現
段
階
か
ら
可
能
な
範
囲
で
基
金
を
積

み
立
て
ま
す
。

認
知
症
対
策
に
つ
い
て

　

政
府
は
、
新
し
い
認
知
症
施
策
推
進

統
合
戦
略
「
新
オ
レ
ン
ジ
プ
ラ
ン
」
を

ま
と
め
た
。

①
認
知
症
初
期
集
中
支
援
チ
ー
ム
を
平

成
30
年
度
ま
で
に
全
市
町
村
に
配
置
す

る
と
し
て
い
る
。
下
呂
市
の
増
加
率
を

見
る
と
、
早
急
に
体
制
を
整
え
る
必
要

を
感
じ
る
が

◆
福
祉
部
長

　

第
６
期
介
護
保
険
事
業
計
画
は
、
①

普
及
・
啓
発
活
動
の
推
進
②
認
知
症

支
援
サ
ー
ビ
ス
の
充
実
を
図
る
も
の
で

す
。
平
成
30
年
４
月
実
施
を
目
途
に
、

下
呂
市
に
お
い
て
唯
一
の
認
知
症
サ

ポ
ー
ト
医
を
擁
す
る
せ
せ
ら
ぎ
病
院
の

協
力
の
も
と
、
準
備
を
始
め
ま
し
た
。

設
置
に
つ
い
て
は
、
前
倒
し
も
視
野
に

入
れ
な
が
ら
取
り
組
む
予
定
で
す
。

②
七
つ
の
柱
の
中
に
若
年
性
認
知
症
施

策
の
強
化
が
示
さ
れ
て
い
る
。
下
呂
市

の
現
状
に
つ
い
て
伺
う
。

◆
福
祉
部
長

　

若
年
性
認
知
症
と
は
、
65
歳
未
満
で

発
症
す
る
認
知
症
の
総
称
で
す
。
地
域

包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
で
の
相
談
活
動
に

よ
り
、
早
期
発
見
、
早
期
治
療
へ
と
つ

イ
ン
バ
ウ
ン
ド
最
前
線
「
台
湾
か
ら
観

光
客
を
呼
び
込
め
」

①
下
呂
温
泉
の
宿
泊
者
状
況
（
外
国
人

宿
泊
者
数
の
比
率
）

◆
観
光
商
工
部
長

　

外
国
人
観
光
客
の
動
向
は
、
平
成
25

年
度
の
２
９
，
３
７
９
人
が
、
平
成
26

年
度
に
は
４
１
，
１
５
９
人
と
な
り
、

１
１
，７
９
０
人
、
率
に
し
て
40
％
の
伸

び
を
示
し
て
い
ま
す
。

②
日
本
各
地
で
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
が
ヒ
ー

ト
ア
ッ
プ
す
る
中
で
、
他
の
観
光
地
に

競
り
勝
っ
て
い
く
考
え
は

◆
観
光
商
工
部
長

　

下
呂
温
泉
で
は
、
宿
泊
客
の
５
％
を

目
標
と
し
て
い
ま
す
。
日
本
人
の
リ
ピ
ー

タ
ー
の
お
客
様
を
大
切
に
し
、
日
本
人

の
新
た
な
顧
客
を
開
拓
し
な
が
ら
、
リ

ピ
ー
タ
ー
も
多
い
台
湾
の
お
客
様
を

大
切
に
し
、
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
も
進
め
て

い
く
と
い
う
、
バ
ラ
ン
ス
の
と
れ
た
誘

客
に
努
め
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

③
総
合
力
（
民
と
官
）
の
連
携
が
問
わ

れ
て
い
る

◆
観
光
商
工
部
長

　

飛
騨
地
域
三
市
一
村
、
岐
阜
・
下
呂
・

郡
上
及
び
下
呂
・
中
津
川
の
協
議
会

田 中 副 武 議 員
１　番

（公明党）

中野憲太郎議員
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や
Ｊ
Ａ
な
ど
と
連
携
し
て
進
め
ま
す
。

　

林
業
は
農
業
以
上
に
厳
し
い
状
況
に

あ
り
ま
す
が
、
益
田
清
風
高
校
へ
林
業

関
係
の
職
場
へ
の
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ

や
県
立
森
林
文
化
ア
カ
デ
ミ
ー
な
ど
、

林
業
関
係
の
専
門
学
校
や
大
学
の
情
報

提
供
も
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

③
６
次
産
業
化
へ
の
取
り
組
み
に
つ
い
て

◆
農
林
部
長

　

６
次
化
に
関
す
る
相
談
に
は
、
あ
く

ま
で
も
本
業
を
メ
イ
ン
と
し
て
、
確
実

な
計
画
と
確
固
た
る
本
人
の
意
思
を

見
極
め
な
が
ら
、
相
談
に
応
じ
ま
す
。

少
子
高
齢
化
に
向
け
た
支
援
策
に
つ
い
て

　

市
の
取
り
組
み
は

◆
福
祉
部
長

　

「
下
呂
市
子
ど
も
子
育
て
支
援
事
業

計
画
」、
「
下
呂
市
高
齢
者
福
祉
計
画
・

第
６
期
介
護
保
険
事
業
計
画
」
が
平
成

27
年
度
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。
そ

れ
ら
の
計
画
を
ベ
ー
ス
に
し
な
が
ら

各
種
施
策
に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

続
が
行
え
る
よ
う
情
報
提
供
、
事
業
者

と
連
携
を
取
っ
て
い
き
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。

③
介
護
事
業
所
の
担
い
手
不
足
は
深

刻
で
す
。
地
元
で
の
介
護
実
習
支
援
や

返
済
不
要
の
奨
学
金
制
度
を
早
急
に

設
け
る
必
要
が
あ
る
の
で
は

◆
福
祉
部
長

　

介
護
福
祉
士
の
取
得
を
め
ざ
し
進

学
す
る
者
へ
の
奨
学
金
制
度
を
創
設

し
、
市
内
の
事
業
所
に
勤
務
す
れ
ば
返

済
を
減
免
す
る
と
い
っ
た
方
法
な
ど

も
今
後
検
討
を
し
て
い
き
ま
す
。

④
中
山
間
地
域
で
の
訪
問
介
護
は
、
効

率
の
悪
さ
な
ど
か
ら
経
営
的
に
も
困
難

が
あ
り
ま
す
。
市
独
自
の
支
援
が
必
要

で
は

◆
福
祉
部
長

　

市
の
独
自
の
支
援
制
度
に
よ
る
上

乗
せ
に
つ
い
て
は
十
分
な
検
討
が
必

要
で
す
。

保
育
料
の
軽
減
見
直
し
は
さ
れ
る
の
か
。

　

第
２
子
の
保
育
料
を
全
員
半
額
に

す
る
保
育
料
見
直
し
は
、
何
時
さ
れ
る

の
か
。

◆
市　

長

　

第
２
子
の
保
育
料
に
つ
い
て
検
討

は
し
て
い
ま
す
が
、
い
つ
結
論
を
出
す

と
は
明
言
で
き
ま
せ
ん
。

農
業
（
畜
産
）、
林
業
の
将
来
に
向
け
た

方
向
性
に
つ
い
て

①
支
援
策
を
含
む
市
の
方
向
性
は

◆
農
林
部
長

　

新
規
就
農
者
に
は
、
45
歳
ま
で
と

い
う
年
齢
制
限
は
あ
り
ま
す
が
、
国

の
新
規
就
農
給
付
金
制
度
に
よ
る
支

援
策
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
農
業
研
修

者
へ
の
支
援
と
し
て
研
修
中
の
住
宅

や
、
農
業
指
導
士
を
講
師
と
す
る
研
修

施
設
の
整
備
を
、
今
年
度
中
に
整
え
ま

す
。
畜
産
に
つ
い
て
は
研
修
や
雇
用

の
場
の
仲
介
を
通
じ
た
新
規
就
農
者

の
誘
導
に
努
め
、
粘
り
強
く
課
題
を
解

決
し
て
い
き
ま
す
。
林
業
に
つ
い
て

は
「
伐
っ
て 

使
う
」
を
促
進
す
る
た

め
、
昨
年
度
か
ら
地
域
材
を
一
定
量
以

上
使
用
し
た
木
造
住
宅
の
新
築
に
加

え
て
、
住
宅
や
店
舗
の
増
改
築
に
対
し

て
も
費
用
の
一
部
を
助
成
す
る
制
度

を
、
今
年
度
は
採
択
要
件
を
緩
和
し
て

実
施
し
て
い
ま
す
。

②
後
継
者
育
成
に
つ
い
て

◆
農
林
部
長

　

今
後
も
「
下
呂
」
と
い
う
ネ
ー
ム
バ

リ
ュ
ー
を
前
面
に
押
し
出
し
て
、
移
住

者
を
含
む
新
規
就
農
者
の
誘
導
を
、
県

誰
も
が
必
要
な
介
護
サ
ー
ビ
ス
を
受
け

ら
れ
る
よ
う
に

①
介
護
事
業
の
安
定
的
な
継
続
性
は

市
民
の
老
後
の
安
心
を
築
く
要
で
す
。

民
間
任
せ
の
介
護
施
設
整
備
を
見
直

し
、
下
呂
市
の
10
年
、
15
年
先
を
見
越

し
た
介
護
長
期
ビ
ジ
ョ
ン
を
持
つ
必

要
が
あ
る
の
で
は

◆
福
祉
部
長

　

介
護
保
険
事
業
に
つ
い
て
は
、
民
間

の
経
営
的
ノ
ウ
ハ
ウ
を
生
か
し
事
業

を
運
営
す
る
こ
と
で
介
護
サ
ー
ビ
ス

の
安
定
的
な
提
供
に
つ
な
が
っ
て
い

く
と
考
え
て
い
ま
す
。
今
年
度
か
ら
の

第
６
期
介
護
保
険
事
業
計
画
は
、
中
長

期
的
な
サ
ー
ビ
ス
給
付
を
視
野
に
入

れ
計
画
し
て
い
ま
す
。

②
今
回
の
介
護
報
酬
削
減
は
、
施
設
経

営
や
居
宅
介
護
サ
ー
ビ
ス
事
業
の
経

営
を
圧
迫
し
、
介
護
サ
ー
ビ
ス
事
業
の

安
定
性
や
継
続
性
を
脅
か
し
て
い
ま

す
。
当
局
は
介
護
の
現
状
を
ど
の
よ
う

に
認
識
さ
れ
て
い
る
の
か
。

◆
福
祉
部
長

　

介
護
報
酬
の
改
定
に
よ
り
、
利
用
料

や
保
険
料
の
負
担
は
軽
く
な
る
半
面
、

事
業
者
の
収
入
は
減
り
ま
す
。
事
業
継

今 井 政 良 議 員
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